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森～川～海をつなぐローカルSDGs

一般社団法人さがみ湖森・モノづくり研究所 / MORIMO
代表理事 淵上美紀子

はじまりは、相模湖の水質保全から

相模湖商工会との協働で洗剤の開発・販売

株式会社 エコナノクラブを設立

課題意識は水源から水源林の保全へ

課題意識は水源から水源林へ

木材普及はステキなデザインから

森づくりに必要なのは木材の活用

活動実績
2013年 任意団体 さがみ湖 森・モノづくり研究所

相模原市協働提案事業
小学校の学習机を地域材に取り替える事業(小学校3校)

2015年 一般社団法人 さがみ湖 森・モノづくり研究所

環境省 地域活性化に向けた協働取組の加速化事業
・地域材を活用した商品開発・販売、環境教育
環境省 地球環境基金
・地域材活用事業

2017年

相模原市教育委員会
・小学校の学習机天板を地域材に取替える「森の机事業」

今までに延べ70校 7,500枚 を提供

森の机事業

市内の森林伐採 MORIMO木工所

小学校の天板から地
域資源について学ぶ
森林環境学習

・水源涵養機能の強化
・土砂災害の減少
・生物多様性の保全
・ＣＯ2の吸収促進

・地域経済の振興
・雇用の創出
・輸送によるＣＯ2の排出削減
・鳥獣被害の減少

短期的なコストだけではなく、SDGsの視点を持った事業展開

小学校

子どもたちの笑顔
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天板交換のデモンストレーション 森林環境の座学

カエデの種の模型飛ばしっこ 日本一大きな木の幹の太さ体験

環境教育 ～森を学び知ってもらう機会の提供～

広葉樹の積み木

SDGsバッジ

モノづくり＋デザイン

名刺（木製シート）

子ども用椅子 生木の森の椅子スツール

津久井城合戦ゲーム

サプライチェーンの創出 ～端材の活用～

端材

サプライチェーンの創出 ～ナラ枯れ材の活用～

WOOD  Collection  2024  Plus  （東京都主催）

サプライチェーンの創出 ～バタ材と間伐材の活用～

東京トイレプロジェクト
鍋島松濤公園 (隈研吾氏デザイン)

バタ材 (樹皮つき)

間伐材

隈研吾氏

建築家 隈研吾さんとのコラボレーション
2021年10月1日広報さがみはら掲載
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木材の地産地消の取り組み

ウッドデザイン賞2021
ライフスタイルデザイン部門 受賞

～公共施設でのワーケーション実証実験～ MORIMOの今後

体験学習ができる森づくり

森づくり×モノづくり×人づくり×まちづくりをつなぎ「課題」を価値へ転換

MORIMOとローカルSDGs の今

水
源
地
の
水
質
保
全

原点

森の恵みを享受できる
サスティナブルな町へ

「木をつかう」仕事を
地域内外に増やす

水源の森の保全

「津久井ブランド」の
開発・雇用

県産材の利活用促進

「森の机事業」を
教育のシンボルに

持続可能なライフスタイルに
関する情報と意識を提供

地域材を有効活用した
サプライチェーンの構築

「森」を中心とした
パートナーシップ

モノづくり

まちづくり森づくり

人づくり
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